
 「認知症」シリーズの第4回目です。 
 
  今回は、認知症の状態変遷についてご紹介いたします。 
ご存知のように現代の医学では認知症を治すことはできません。しかし、その状態症状を理解 
することで、介護される方もする方にも適切な方法があることを知っていただきたいと思います。 
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認知症の状態変遷と対応 
 

 東京大田区にある、京浜病院の資料をお借りしています。(HP) 
認知症の状態変遷の状態や見極め方、また対処方法がわかりやすく記載してあります。 
                                                                  (文責: 北村弘之) 

【険しい表情で時に危険行為がみられる : 混乱期 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【周りの気を引こうとしたり甘えたりする : 依存期 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【妄想の世界に浸り表情は穏やかになる : 昼夢期 】 
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●お問合せはこちらまで 北村 社会福祉士事務所(北村 弘之) 
〒226-0016 横浜市緑区霧が丘3丁目7-7 

TEL：045-924-1777  http://www.y-welfare.com  Welfare 
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